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一 般 質 問

Ｑ
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9月議会の一般質問は、9月10日に行われました。

委 員 会 レ ポ ー ト

　　　　　   ①令和２年度の新年度予算編成の主
な施策と展望について伺う。②下水道事業の安
定的な運営について伺う。③明和町都市計画マ
スタープランにある町内交通機能を担う広域道路
と幹線道路は、10年間でどこまで進んだのか伺
う。④明和町狭あい道路整備４ｍ未満道路の個
人申請について伺う。

質  　問

まちづくりについて

将来に繋がる適正な
施策・事業を進める
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　　　　　   ①令和２年度予算の主な施策・事業
については、先の施政方針の中で第５次総合計画
の７つの大綱に沿って申し述べているが、その中
で特に「スマート自治体」を目指すためＲＰＡ（ロ
ボティック・プロセス・オートメーションの略：定
型業務の自動化）などの導入の検討や道路防災
事業として、大淀役場坂本線の役場前から笹笛
川にかけて排水整備に取り組んでいく。②下水
道事業の安定的な運営のため、令和5年4月に公
営企業会計を導入する予定で事業の計画性・透
明性の向上をめざす計画である。また令和2年に
は、下水道事業の経営戦略を立て中長期にわた
り下水道事業が安定的に運営できるように図って
いく。③町道明和中央線は、八木戸・根倉地内
の路肩整備で約1,330ｍ、町道坂本前野線佐田
地内で約1,000ｍ、本郷勝見第2線で約920ｍが
完了。県道は、主要地方道伊勢松阪線根倉行部
地内で約200ｍ、県道大淀港斎明線大淀地内で
約500ｍが完了。④狭あい道路整備事業は、自
治会や地権者からの申請により、予算の範囲内
で緊急箇所を事業化する予定。

答  　え

奧山幸洋 議員
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3月議会の一般質問は、3月10日に行われました。

　　　　　   ①健康寿命を延ばすための町の取り
組みの現状と課題、今後の方針は。また「生き
がいづくり」の中心を担う老人クラブの現状と課
題、解散した地区の方々の受け皿など新しい取り
組みについて町の考えを問う。そして「生活の質
の向上」の取り組みは。②町の「介護予防」の
現状と課題、今後の方針は。また、先進技術な
どを導入した高齢者の「見守り」について町の
考えを問う。③高齢ドライバーをサポートする安
全装置設置への補助など支援について町の考え
は。また、町民バスをはじめとした「地域公共交
通ネットワーク」の充実について町の今後の取り
組みを問う。

　　　　　   ①特定健診や健康教室、介護予防
事業等を実施しているが、未受診者対策や生活

習慣病の重症化予防等に今後取り組むことが必
要である。老人クラブは役員の担い手不足等に
よりクラブ数が減少しており、老ク連と一緒に今
後の活動を模索したい。クラブがなくても自主的
に集まり交流することが大事。子ども食堂等の活
動も高齢者が活躍する場として有効であると考え
られ、社協と連携して自主的活動を支援していき
たい。「生活の質の向上」のためには全ての高齢
者が社会参加して、どんな状態でもその人らしく
暮らせる地域社会づくり、地域で暮らし続けるた
めの生活支援をつくることに取り組む。②介護予
防事業では、仲間と共に体を動かす、話をして脳
の活性化を促すことに取り組んでいるが、身近な
ところで活躍できる場や集い場づくりが地域でで
きるよう支援していく。「見守り」については緊急
通報装置の他にも活用できるものがあれば研究し
ていきたい。③安全装置補助は、今後の国や県
の動向、他の市町の状況も踏まえ検討していきた
い。町民バスは令和2年1月1日から障がい者の
方などは無料とした。デマンドタクシー（予約型
の乗り合いタクシー）についても、導入できるか
どうか調査・検討している。

質  　問

答  　え

高齢者がいきいきと
暮らせるまちづくり
について

髙橋浩司 議員

適切な予防・支援を
さまざまに進めたい
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シリーズ

第 回88

このページは、１年前の一般質問がその後
どうなったかを皆様にお知らせするものです。

令和２年　３月定例議会より
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一般質問の主な内容
　 に対する答弁の内容
現在の取り組み状況や結果などこうなっ
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明和町狭あい道路整備４ｍ未満道路の個人申
請について伺う。　　　　　（奥山幸洋議員）

高齢ドライバーへの安全装置設置補助や町民バ
ス等の「地域公共交通ネットワーク」の充実に
ついて町の取り組みを問う。　（髙橋浩司議員）

同性婚についての認識、パートナーシップ制度
についての考え方を問う。　（田邊ひとみ議員）

太陽光パネルの災害時破損などにおける二次災
害防止策や注意喚起などは。　（山内　理議員）
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災害時、公共施設の非常用電源の状況、また
「きららの森」太陽光発電業者と電力供給の
方法は。　　　　　　　　　（江　京子議員）

小学校区の編制は全庁的に取り組むべき計画
なので関係各課長及び町長の出席も必要だと
思うがどうか。　　　　　　（下井清史議員）

狭あい道路整備事業は、自治会や地権者からの
申請により、予算の範囲内で緊急箇所を事業化
する予定。

安全装置補助は国や県、他市町の状況を踏ま
え検討し、予約乗合タクシー（デマンドタク
シー）についても調査検討中である。

県内でもこの制度を取り入れている自治体も
あり、明和町でも実施できるかどうか、先進
自治体を見たうえで検討してみたい。

パネルはJIS基準により安全なものであるが
配線がついたまま台風等で飛散すると感電の
危険性もある。防止策等については周知方法
を県とも相談したい。

非常用電源は役場庁舎約10時間、総合体育館
約17時間、自家発電はみょうじょうこども園
で約15時間電力供給可能。災害時には、太陽
光発電２事業所から電力供給可能。

次の説明会では、内容によっては教育委員会
以外の専門の職員の参加や、必要に応じて町
長の出席も考慮する。

令和２年度より、国土交通省の狭あい道路整備等
促進事業補助を活用し、本年度は自治会からの
要望箇所である１ヵ所約30ｍを実施完了した。今
後も狭あい道路解消の為、事業の実施をしていく。

運営各社の提案を考察した結果、デマンドバスの
実施に向けた本格的な運用方法等を令和３年度に
検討していく。安全補助装置補助制度について
は、県及び近隣市町の実施状況もふまえ、慎重
に検討している。

三重県においても制度の策定を目指しており、
今後の動向を見据えたうえで、町でも制度策定に
向けて検討する。

災害時等において、住民に危険が及ぶのはあっ
てはならないことであるため、国と県に実効性の
あるガイドラインの作成や法整備といった対策を
要望した。

災害時に万全を期すよう、公共施設の非常用電
源の点検整備等を適時進めている。また、協定
を締結する事業所との関係性の維持に努めている。

第２回住民説明会では、教育委員会以外にも防災
やまちづくり・建設関係の課長等も出席し全庁的
な体制で取り組んだ。

2020 年３月議会　　 　「めいわ議会だより　No.176　2020.5.1 号より」

2020 年３月議会　その後どうなった 「めいわ議会だより　No.180　2021.5.1 号より」




